
頁 項目 誤 正 訂正日

18 ●基本的予防策の4つ目 ・フェールプルーフ：誤った操作をした場合、作動しないしくみ ・フールプルーフ：誤った操作をした場合、作動しないしくみ 2023/1/17

28
No.12

ｅの選択肢・解説

選択肢　ｅ　短期入所生活介護（ショートステイ）

解説　　○ｅ：短期入所生活介護（ショートステイ）は要支援者、要介護

者ともに利用できる。

選択肢　ｅ　介護予防短期入所生活介護

解説　　○ｅ：介護予防短期入所生活介護は要支援者が利用できる。
2022/12/8

57

No.49

Plusαの表

赤血球製剤の有効期限

採血後21日間 採血後28日間 2024/6/12

64

健康日本21（第二次）歯・口腔の健康に

関する目標

表下の注

※健康日本21（第二次）は期間が1年延長され、令和5（2023）年度ま

でとなった。目標値の変更はない

※健康日本21（第二次）は期間が1年延長され、令和5（2023）年度ま

でとなった（削除）

※平成30（2018）年の中間報告において、平成34（2022）年度の目標

値が一部修正された。「②歯の喪失防止」について80歳では60％、60

歳では80％に修正されている。また、「④乳幼児・学齢期のう蝕のない

者の増加」について3歳児、12歳児がともに47都道府県となり、大幅に

上方修正された

2022/10/25

105
No.13

cの解説

×ｃ：臼後三角は下顎骨に存在する。同部はレトロモラーパッドが覆っ

ており、臼歯腺が存在し、粘膜が厚く、粘膜下組織に富んでいる。

×ｃ：臼後三角は下顎骨に存在する。同部はレトロモラーパッドが覆っ

ており、臼後腺が存在し、粘膜が厚く、粘膜下組織に富んでいる。
2024/12/3

140
No.11

dの選択肢・解説

選択肢　d　基礎代謝量

解説　　×d：小児は成人よりも基礎代謝量が多く体温が高い。また発

汗量が多いため脱水を起こしやすい。

選択肢　d　基礎代謝率

解説　　×d：小児は成人よりも基礎代謝率が高く体温が高い。また発

汗量が多いため脱水を起こしやすい。

2024/11/29

別冊模試

35

2-54

問題文
介護保険法において要支援者を対象とするのはどれか。1 つ選べ。

介護保険法において要支援者を対象とするのはどれか。2 つ選べ。

※問題形式をX2タイプに変更

2026/1/30

452

2-54

aの解説

解答

×ａ：地域支援事業は介護認定における非該当者のうち、要支援・要

介護になる恐れのある者に対して行われる。

解答：e

○a：地域支援事業は被保険者が要支援・要介護となることを予防し、

社会に参加しつつ、地域で自立した日常生活を営むことができるよう支

援することを目的とした事業として創設された。その後、2015年の介護

保険法改正により、高齢者が要介護状態とならないよう総合的に支援

する介護予防・日常生活支援総合事業が創設された。これにより、従

来要支援1、2と認定された者に対し提供されていた介護予防給付のう

ち、介護予防訪問介護および介護予防通所介護は地域支援事業へ移

行した。

解答：a、e

2026/1/30
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